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理科 2年B組授業案
授業者 神谷 昭吾

１ 場所 第２理科室 男子18人 女子16人 計34人

２ 教科で付けたい力、育てたい生徒

【学習指導要領】
自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探求する能

力の基礎と態度を育てるとともに自然の事物・現象について理解を深め、科学的な見方や考え方を養う。

観察・実験技能を習得し、様々な情報を選択・活用しながら、結果を分析して解釈し表現する
能力をもち、科学的な事物・現象について科学的な見方や考え方をもつことができる生徒

３ 単元名 天気とその変化

４ 単元を通して付けたい力、育てたい生徒

【学習指導要領】
気象とその変化
身近な気象の観察、観測を通して、気象要素と天気の変化の関係を見いださせるとともに、気象現象
についてそれが起こる仕組みと規則性についての認識を深める。

ア 気象観測
(ｱ) 気象観測

校庭などで気象観測を行い、観測方法や記録の仕方を身に付けるとともに、その観測記録など
に基づいて、気温、湿度、気圧、風向などの変化と天気との関係を見いだすこと。

イ 天気の変化
(ｱ) 霧や雲の発生

霧や雲の発生についての観察、実験を行い、そのでき方を気圧、気温及び湿度の変化と関連付け
てとらえること。

(ｲ) 前線の通過と天気の変化
前線の通過に伴う天気の変化の観測結果などに基づいて、その変化を暖気、寒気と関連付けてと
らえること。

ウ 日本の気象
(ｱ) 日本の天気の特徴

天気図や気象衛星画像などから、日本の天気の特徴を気団と関連付けてとらえること。
(ｲ) 大気の動きと海洋の影響

気象衛星画像や調査記録などから、日本の気象を日本付近の大気の動きや海洋の影響に関連付け
てとらえること。

気象現象を気温、湿度、気圧と関連付けて考えることができる生徒
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５ 単元構想図

□学習の手立て ○数は時数 軸 ★評価 〇ＩＣＴ活用の目的・方法

予習：氷水が入ったグラスに水滴がつ付着 ★グラスの表面に水滴が付着した理由を、飽
する理由を考える。 和水蒸気量を用いて、説明することができ

たか。（科学的な知識・理解）
①氷水が入ったグラスに水滴が付着した
理由を考える。 ○デジタル教科書を用いて、飽和水蒸気量曲

線の説明を行う。

★飽和水蒸気量から、湿度を求めることがで
②③乾湿温度計で温度を測定したり、飽 きたか。（実験観察の技能、科学的な知識
和水蒸気量曲線を読み取ったりして湿度 ・理解）
を求める。 〇実物投影機を用いて、乾湿温度計の測定方

法を説明する。
復習：湿度を求める練習問題を行う。

予習：雲の正体を考える。 ★雲ができる理由を気温、圧力の変化や凝結
核と関連づけて説明することができる。（科

④⑤雲の形成に関するジグソー学習を行 学的な思考・表現）
う。（本時） 〇実験を補助する動画をタブレット PC に入

れ、いつでも視聴できるようにする。
復習：霧が発生する理由を考える。

★日本付近では偏西風が吹いていたり、季節
⑥地球全体の風の動きを学ぶ。 風が生じたりすることを理解する。（科学

的な知識・理解）
復習：地球の大気の動きについて復習する。 ○デジタル教科書で地球の大気の動きについ

て説明する。

★風が高気圧から低気圧に向かって吹くこと
⑥天気図記号から風向を読み取る。 を理解することができる。（実験観察の技

能、科学的な知識・理解）
復習：天気図から風向を予想する。 〇まとめの場面でデジタル教科書を用いて、

高気圧から低気圧に風が吹くことを説明す
る。

★気圧と天気の関係を理解することができる。
⑦気圧と天気の関係を天気図から読み取 （科学的な知識・理解）
る。 ○天気図をタブレット PC に配布し、等圧線

と風向の関係を気づかせる。
復習：天気図から気圧と天気を読み取る練

習をする。

★前線の通過によって、天気が変化すること
⑨⑩前線付近の降水量や風向データを調 を理解する。（科学的な思考・表現）
べる。

復習：前線の種類と降水、風向についてま
とめる。

予習：四季の天気の特徴をまとめる。 ★季節の天気図について、気圧配置の特徴を
もとに分類することができたか。（科学的

⑪⑫季節ごとの天気図から日本の四季の な知識・理解）
天気の特徴を読み取る。

〇天気図を生徒用のタブレット PC に配布し、
復習：天気図を季節ごとに分類する。 特徴を見つけて書き込みを行う。

★冬の特徴的な天気図から、大陸側と太平洋
⑬冬の天気図から天気を予想する。 側の天気を予想することができたか。（科

学的な思考・表現）
復習：梅雨の天気図から天気を予想する。

気象現象を気温、湿度、気圧と関連付けて考えることができる生徒



- 3 -

６ 本時の指導

（１）授 業 名 雲ができる理由を説明しよう。（ ４／１３ ）

（２）本時の目標 雲の形成要因に関するエキスパート学習を通して、雲ができる理由を気温、圧力の
変化や凝結核と関連づけて説明することができる。（科学的な思考・表現）

（３）授業過程

学習内容（○数教師の働きかけ ・生徒の反応、活動） ★ 評価 ・留意点

つ ①雲ができる様子をペットボトルの中で見てみよう。 予習：雲はどのようにしてできる
か ・雲ってこんなに簡単にできるの？ のだろう。
む ・なぜふたを開けるだけで雲ができるんだろう。 加圧ポンプ
５

②雲はどのように発生するのだろうか。 ペットボトル
水、線香の煙

追 ③ペットボトル内で雲が発生したことについて、エキスパー ・エキスパートグループでは、ペ
究 トグループで考えよう。 ットボトル内で起きた現象につ
す いて、４つの視点から考える。
る A グループ B グループ
35 気温と湿度の関係 水滴と凝結核の関係

＜飽和水蒸気量曲線＞ ＜霧吹きの実験＞

C グループ D グループ
気圧と気温の関係 空気塊の上昇
＜断熱圧縮の実験＞ ＜熱気球の実験＞

・ペットボトルのキャップを外すと、圧力が下がり、温度も
下がる。上空でも同じ現象が起きるんじゃないかな。

・ペットボトルの中に入っていた線香の煙は、雲を作りやす
くしているものだ。自然界にも、同じようなものがある。

・温度が下がれば、露点に達し、やがて水滴ができる。

④ジグソーグループで雲ができる理由を考え、ミーティング ・ジグソーグループでは、ペット
ボードにまとめよう。 ボトル内の現象を、実際の大気

・水蒸気を含んだ空気は、太陽の熱で温められて上昇する。 中の現象に置き換えて考えさせ
・上空では気圧が小さいため、空気が膨張し、温度が下がる。 る。
・空気の温度が下がると露点に達し、水蒸気が凝縮して、水 ・雲の発生は、文章だけでなく、

ができる。 図でも説明するように指示す
・空気中には埃や、海塩などの小さな粒子が漂っていて、そ る。

こに水滴が付着すると、さらに大きな水滴ができる。 ・必要があれば、エキスパートグ
ループで行った実験を再度行
う。

⑤他の班の考えを聞こう。
・○班は、気圧と温度について考えているな。 ・他の班の説明を聞いて、自分の
・○班が述べている凝結核は本当に必要なんだろうか。 考えに付け加えることや訂正す
・○班が述べている空気の膨張って、どういうことなんだろ るところがあるか確認する。

う。

ま ⑥雲がどのように発生するのか自分の考えをワークシートに
と まとめよう。
め
る
10 水蒸気を含んだ空気が、太陽の熱によって温められて上昇 ★雲ができる理由を気温、気圧、

する。上空では圧力が低いため、空気は膨張し、気温が下 の変化や凝結核に関連づけて説
がる。気温が下がると、露点に達し、空気中の水蒸気が水 明することができる。
になる。凝結核の周りに水滴が付着することで、水滴がさ （科学的な思考・表現）ワーク
らに大きくなり、雲が形成される。 シート


